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簡易LPモデリングツール「モデラ」について  
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Microsoft社のExcelには，アドインソフト  

としてsolverという数理計画法ツールがある．  

solverはすぐに使用可能なソフトであり，線形  
計画法。非線形計画法および混合整数計画法に  

対応している．もちろん真の意味での実用ツー  

ルではなく，中規模以下の問題でなくては実行  

不可能である．しかし，小さなモデルを試しに  

解いたり，教育用として用いたりするには十分  

な性能を有するソフトである．本論文で提案す  

るツールは，LPを用いる現場でのモデリング  

手法に沿った問題設定。解析ソフトである．名  

前を「モデラ」と称することとし，SOlverを直  

接用いたLPの解法と比較して，使いやすく，  

かつ実用的であることを示す．   

2 mコPモデルの構築   

単純な例を用いて，「モデラ」によるモデリン  

グについて説明する．   

2．1 コーヒー生産問題  

ある工場では，1つの生産設備で2種類のコー  

ヒー飲料「ブラックコーヒー」と「ミルクコー  

ヒー」を生産している．原料には2種類のコー  

ヒーエキス，「キリマンジャロエキス」と「コロ  

ンビアエキス」を混合して使うが，1ケ月に使  

用できる量に制約があり，それぞれ50トン／  

月，40トン／月である．また，装置能力にも限  

界があり，月間最大稼動能力が500トン以下で  

ある．その他の条件を表1に示す．  

このような条件の下で利益を上げるには「ブ  

ラックコーヒー」と「ミルクコーヒー」をどれ  

だけ生産するのがよいかだろうか．  

表1‥コーヒー生産問題の制約条件  
ブラックコーヒー  ミルクコーヒー  

合比  

（kg／kg）   （kg／kg）   

キリマンジャロエキス   0．15   0．05   

コロンビアエキス   0．05   0．10  

コスト／売価／利益  

（円／kg）   （H／kg）   

生産コスト計   150   140   

販売価格   200   200   

利益簡   50   60   

2．2 コーヒー生産問題のモデリング  
2．2．皿 モデルのフロー図   

生産計画のような問題に対し具体的にモデル  

を構築する実用的手順は，生産フロー図に沿っ  

て，工程単位にその出力量をモデル化するのが，  

現場との整合性において間違いの少ない方法で  

ある．コーヒ生産問題の生産フロー図を、以下  

に示す．  

原料  生産装置  

図1：コーヒー生産問題のフロー図   

キリマンエキスとコロンビアエキスの量を  

KE（トン），CE（トン），装置で生産されるブラッ  

クコーヒーの量をBP（トン），ミルクコーヒ‾  

の量をMP（トン）とする・また，ブラックコー   
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ヒーとミルクコーヒーは1つの装置で生産さ  

れているので，ブラックコーヒーとミルクコー  

ヒーの生産量の和をEQ（トン）とすると，図1  

のようなコーヒー生産問題のフロー図を得る．  

「モデラ」では，図1を式（1）のように定式  

化する．  
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これを，Excelのシート上に展開したテーブル  

を，以下に示す．  

図2：変数設定ダイアログ  

「上限」や「下限」はないので，空白となってい  

る．「入り口」の「1／0．15」は，変数番号1（こ  

の場合キリマンジャロエキス）をブラックコー  

ヒーの生産量の15％取り入れる，ということ  

を意味している．「出口」も同様である．このよ  

うに，変数定義は定式化の各列の値を定義する  

ことに他ならない．   

4 まとめ   

本研究では，数理計画問題をExcel上にモデ  

リングするツール「モデラ」の提案をした．モ  

デリング手法は実用に耐えるものであり，生産  

計画問題，輸送問題，割り当て問題に用いるこ  

とによって，その使いやすさが実証されている．  

また，教育用として，モデリングという事柄の  

理解に大いに役立っている．   
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3・「モデラ」のユーザインタフ  

ェース  

「モデラ」は，上述にようなモデリングを行  

うための，SOlverへのプリプロセッサである．  

ユーザインタフェースは，メインダイアログと  

変数設定ダイアログの二つの会話画面のみか  

らなり，非常に簡単である．メインダイアログ  

は，マトリックスの生成とsolverの起動のため  

であり，変数設定ダイアログによって，各変数  

の「名称」，「実数・整数・バイナリなどの型」，「上  

下限」，「単位量あたりの利益やコスト」，およ  

び関連する変数との受け渡し関係を定義する．  

図2は，コーヒー生産問題における「ブラック  

コーヒー」の生産量に関する定義の例である．   

「変数番号」は，変数間の関連の際に用いる  

インデックスである．「変数名」はここではBP  

と定義している．「利益」が負になっているの  

は，コストを意味している．この変数の場合，  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




